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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第71期

第１四半期連結
累計期間

第72期
第１四半期連結
累計期間

第71期

会計期間
自 2018年４月１日
至 2018年６月30日

自 2019年４月１日
至 2019年６月30日

自 2018年４月１日
至 2019年３月31日

売上高 (千円) 20,391,232 21,793,064 84,764,950

経常利益 (千円) 365,695 1,087,457 3,153,542

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 169,718 974,493 2,222,656

四半期包括利益
又は包括利益

(千円) △1,509,219 1,222,523 334,706

純資産額 (千円) 73,718,726 74,706,484 74,963,907

総資産額 (千円) 89,905,033 95,307,022 92,246,475

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 7.03 40.39 92.12

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 82.0 78.4 81.3
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期（当期）

純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

４ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

 

EDINET提出書類

天馬株式会社(E00857)

四半期報告書

 2/18



第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

①経営成績

当第１四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年６月30日）における世界経済は、雇用・所得環境

の改善を背景に個人消費が堅調に推移する米国及び欧州の経済に支えられ、底堅く推移しましたが、米国の保護主

義的な通商政策の先行きは引き続き不透明であり、輸出が減少基調となっている中国経済の回復が遅れる等、依然

として景気減速リスクが残る状況となっております。

　また、わが国経済は、個人消費は緩やかな回復基調が持続しましたが、10月に予定されている消費増税の影響も

あり、消費者の低価格志向は根強く、今後の経済への影響が懸念される状況となりました。

　このような状況の中、当社グループは第２次中期経営計画の経営戦略である、「①要素技術である射出成形技術

と金型等周辺技術の深耕」、「②グローバル戦略の推進」、「③国内自社製品分野の採算性改革」、「④製造工程

における自動化推進」、「⑤海外拠点の人材育成強化」に注力してまいりました。

　この結果、売上高は21,793百万円（前年同期比106.9％）となり、営業利益は978百万円（前年同期比288.4％）、

経常利益は1,087百万円（前年同期比297.4％）、親会社株主に帰属する四半期純利益は974百万円（前年同期比

574.2％）となりました。

　

セグメント別の業績は次のとおりであります。

　

（日本）

ハウスウエア合成樹脂製品分野及び関連商品においては、採算性の改善に取り組むなか、不採算製品を廃止した

こと等により売上が減少しました。また、工業品合成樹脂製品分野の受注につきましては、概ね計画通りに推移し

ました。一方、利益面につきましては、物流コストの増加等に対処するため、製品構成の見直しや物流の最適化等

の施策を着実に実施したことにより、大幅増益となりました。

　この結果、当セグメントの売上高は、6,184百万円（前年同期比97.6％）となり、セグメント利益（営業利益）は

342百万円（前年同期比293.1％）となりました。

　

（中国）

工業品合成樹脂製品分野において、取引先の生産が東南アジアへシフトする状況が続くなか、天馬精密注塑（深

圳）有限公司を中心に新規受注の獲得等により売上が増加しました。ハウスウエア合成樹脂製品分野においては、

引き続き２拠点体制での生産・販売活動を行い売上が微増となりました。利益面につきましては、売上の増加及び

稼働の向上により増益となりました。

　この結果、当セグメントの売上高は、5,954百万円（前年同期比111.8％）となり、セグメント利益（営業利益）

は308百万円（前年同期比170.6％）となりました。

　

（東南アジア）

工業品合成樹脂製品分野において、引き続き旺盛な東南アジアでの需要を確実に捉え、ベトナムのTENMA VIETNAM

CO., LTD.及びタイのTENMA (THAILAND) CO., LTD.で売上が伸長し、インドネシアのPT. TENMA INDONESIAにおいて

も車両関連の受注が好調に推移しました。利益面につきましては、前期に発生していた立上げに伴う先行費用を、

売上の増加と改善活動の継続により着実に回収し、前年同期比で大きく増益となりました。

　この結果、当セグメントの売上高は、9,656百万円（前年同期比110.6％）となり、セグメント利益（営業利益）

は579百万円（前年同期比189.7％）となりました。
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② 財政状態の分析

（資産）

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べて3,061百万円増加し、95,307百万円となり

ました。これは、受取手形及び売掛金が727百万円、現金及び預金が315百万円、それぞれ減少しましたが、国際財

務報告基準を適用している海外子会社において、国際財務報告基準第16号「リース」を適用したことにより、使用

権資産が4,139百万円増加したこと等によります。

 

（負債）

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べて3,318百万円増加し、20,601百万円となり

ました。これは、支払手形及び買掛金が240百万円減少しましたが、固定負債のリース債務が3,825百万円増加した

こと等によります。

 

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べて257百万円減少し、74,706百万円となり

ました。これは、為替換算調整勘定が391百万円増加しましたが、自己株式の消却等により資本剰余金が1,451百万

円減少し、控除項目である自己株式が1,451百万円減少したこと及び利益剰余金が505百万円減少したこと等により

ます。

 

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更及び

新たに生じた課題はありません。

 

(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、90百万円であります。

 

(4) 経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 77,153,900

計 77,153,900
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2019年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2019年８月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 26,813,026 26,813,026
東京証券取引所
（市場第一部）

完全議決権株式かつ、権利内
容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式であり、
単元株式数は100株でありま
す。

計 26,813,026 26,813,026 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2019年６月28日（注） △1,000,000 26,813,026 － 19,225,350 △14,000,000 4,924,500
 

（注）発行済株式総数の減少は、自己株式の消却による減少であります。

資本準備金の減少は、会社法第448条第１項の規定に基づき、資本準備金を減少し、その他資本剰余金へ振り

替えたものであります。

　

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載することが

できませんので、直前の基準日である2019年３月31日現在の株主名簿により記載しております。

 

① 【発行済株式】

2019年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 3,614,500

 

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

241,713 同上
24,171,300

単元未満株式
普通株式

― 同上
27,226

発行済株式総数 27,813,026 ― ―

総株主の議決権 ― 241,713 ―
 

(注) １ 「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、役員向け株式交付信託が保有する当社株式70,000株（議

決権の数700個）が含まれております。

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式49株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

2019年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
天馬株式会社

東京都北区赤羽
一丁目63番６号

3,614,500 ― 3,614,500 13.00

計 ― 3,614,500 ― 3,614,500 13.00
 

(注) 役員向け株式交付信託が保有する当社株式は、上記自己株式には含めておりません。

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間の役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2019年４月１日から2019年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 31,011,614 30,696,976

  受取手形及び売掛金 ※  17,437,062 ※  16,709,961

  商品及び製品 3,125,209 2,970,612

  仕掛品 628,217 610,667

  原材料及び貯蔵品 3,820,686 3,969,923

  その他 1,802,228 1,844,682

  貸倒引当金 △2,906 △1,831

  流動資産合計 57,822,110 56,800,990

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 10,327,840 10,389,250

   機械装置及び運搬具（純額） 10,525,109 10,516,187

   使用権資産 － 4,138,832

   その他 4,893,223 4,852,313

   有形固定資産合計 25,746,172 29,896,581

  無形固定資産 3,096,443 3,082,473

  投資その他の資産   

   投資有価証券 3,800,413 3,769,916

   退職給付に係る資産 1,234,743 1,242,045

   繰延税金資産 37,538 49,335

   その他 515,790 472,416

   貸倒引当金 △6,734 △6,734

   投資その他の資産合計 5,581,750 5,526,978

  固定資産合計 34,424,365 38,506,032

 資産合計 92,246,475 95,307,022

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※  10,305,862 ※  10,066,063

  未払法人税等 325,524 222,670

  賞与引当金 855,978 859,991

  その他 ※  3,867,276 ※  3,756,421

  流動負債合計 15,354,640 14,905,144

 固定負債   

  役員株式給付引当金 60,280 69,095

  退職給付に係る負債 353,762 351,002

  リース債務 － 3,824,778

  資産除去債務 204,908 208,584

  繰延税金負債 1,052,283 985,241

  長期未払金 256,695 256,695

  固定負債合計 1,927,928 5,695,395

 負債合計 17,282,568 20,600,539
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 19,225,350 19,225,350

  資本剰余金 18,982,736 17,531,578

  利益剰余金 39,460,647 38,955,272

  自己株式 △5,405,075 △3,953,993

  株主資本合計 72,263,659 71,758,207

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 895,356 770,300

  為替換算調整勘定 1,400,900 1,791,517

  退職給付に係る調整累計額 403,924 386,388

  その他の包括利益累計額合計 2,700,180 2,948,205

 非支配株主持分 68 72

 純資産合計 74,963,907 74,706,484

負債純資産合計 92,246,475 95,307,022
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

売上高 20,391,232 21,793,064

売上原価 17,146,659 17,931,797

売上総利益 3,244,573 3,861,266

販売費及び一般管理費 2,905,619 2,883,578

営業利益 338,955 977,689

営業外収益   

 受取利息 33,654 37,546

 受取配当金 66,171 63,160

 持分法による投資利益 － 20,694

 その他 24,984 32,726

 営業外収益合計 124,809 154,125

営業外費用   

 支払利息 － 6,922

 売上割引 28,025 26,119

 為替差損 68,358 11,056

 その他 1,685 260

 営業外費用合計 98,068 44,357

経常利益 365,695 1,087,457

特別利益   

 固定資産売却益 6,426 86,819

 特別利益合計 6,426 86,819

特別損失   

 固定資産売却損 1,276 2,387

 固定資産除却損 45,476 81

 特別損失合計 46,752 2,468

税金等調整前四半期純利益 325,369 1,171,808

法人税等 155,653 197,313

四半期純利益 169,716 974,495

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△2 2

親会社株主に帰属する四半期純利益 169,718 974,493
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

四半期純利益 169,716 974,495

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △46,419 △125,056

 為替換算調整勘定 △1,621,554 390,619

 退職給付に係る調整額 △10,961 △17,536

 その他の包括利益合計 △1,678,935 248,028

四半期包括利益 △1,509,219 1,222,523

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △1,509,211 1,222,519

 非支配株主に係る四半期包括利益 △7 3
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

 
当第１四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日 至 2019年６月30日)

（会計方針の変更）

国際財務報告基準を適用している子会社は、当第１四半期連結会計期間より、国際財務報告基準第16号「リース」

(以下「IFRS第16号」という。)を適用しております。IFRS第16号の適用については、経過的な取扱いに従っており、

会計方針の変更による累積的影響額を当第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に計上しております。

この結果、当第１四半期連結会計期間末の有形固定資産の「使用権資産」が4,138,832千円増加し、流動負債の「そ

の他」が106,033千円及び固定負債の「リース債務」が3,824,778千円増加しております。当第１四半期連結累計期間

の損益に与える影響は軽微であります。また、利益剰余金の当期首残高は27,960千円減少しております。
 

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 

項目
当第１四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日 至 2019年６月30日)

１  税金費用の計算  税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年

度の税金等調整前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を

合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗

じて計算しております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日又は決済日をもって決済処理をしており

ます。なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手

形等が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

受取手形 81,799千円 51,678千円

電子記録債権 32,879千円 7,072千円

支払手形 154,918千円 143,872千円

設備関係支払手形 23,743千円 23,265千円
 

　

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年６月30日)

 
当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年６月30日)

減価償却費 899,137千円  897,154千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年６月30日)

配当に関する事項

 (1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月27日
定時株主総会

普通株式 725,978 30 2018年３月31日 2018年６月28日 利益剰余金
 

(注)　１ 配当金の総額には、役員向け株式交付信託が保有する当社株式に対する配当金2,100千円が含まれておりま

す。

 ２ １株当たり配当額には第70期及び東京証券取引所上場30周年記念配当10円を含んでおります。

　

 (2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

 (3) 株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年６月30日)

配当に関する事項

 (1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日
定時株主総会

普通株式 1,451,909 60 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金
 

(注)　配当金の総額には、役員向け株式交付信託が保有する当社株式に対する配当金4,200千円が含まれております。
　

 (2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

 (3) 株主資本の著しい変動

自己株式の消却

当社は、2019年２月８日開催の取締役会決議に基づき、2019年６月28日付で、自己株式1,000,000株の消却を

実施いたしました。この結果、当第１四半期連結累計期間において資本剰余金及び自己株式がそれぞれ

1,451,158千円減少しております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 日本 中国 東南アジア 合計

売上高     

 外部顧客への売上高 6,334,406 5,324,129 8,732,698 20,391,232

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

26,260 45,555 － 71,815

計 6,360,666 5,369,683 8,732,698 20,463,047

セグメント利益 116,602 180,508 305,012 602,121
 

 

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 602,121

セグメント間取引消去 △18,132

全社費用(注) △245,034

四半期連結損益計算書の営業利益 338,955
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない本社管理部門に係る費用であります。

 

当第１四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 日本 中国 東南アジア 合計

売上高     

 外部顧客への売上高 6,183,560 5,953,592 9,655,912 21,793,064

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

27,221 39,375 81 66,677

計 6,210,781 5,992,967 9,655,993 21,859,741

セグメント利益 341,711 307,976 578,555 1,228,243
 

 

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,228,243

セグメント間取引消去 2,755

全社費用(注) △253,310

四半期連結損益計算書の営業利益 977,689
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない本社管理部門に係る費用であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
 至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
 至 2019年６月30日)

１株当たり四半期純利益 ７円03銭 40円39銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益 (千円) 169,718 974,493

普通株主に帰属しない金額 (千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益 (千円)

169,718 974,493

普通株式の期中平均株式数 (株) 24,129,228 24,128,467
 

(注) １　株式資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純利益の

算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。１株当たり四半期純利益の算

定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、前第１四半期連結累計期間70,000株、当第１四半期連結

累計期間70,000株であります。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2019年８月９日

天馬株式会社

取締役会 御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松　　木　　　 豊 ㊞
 

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 今   井   仁   子 ㊞
 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている天馬株式会社の

2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2019年４月１日から2019年６月30

日まで）及び第１四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、天馬株式会社及び連結子会社の2019年６月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以 上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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